










情 報 デ ザ イ ンにお け るベ イ シ ッ ク
水野哲雄/京都造形芸術大学
1ア イデンティティによるベイシ ック
コンピs一 タを主 とす る情報技術 やメデ ィ
アの発達 は,材 料,加 工法,そ して技術 など
の統 合化 を飛躍的 に拡大 し,ツ ール としての
完成度 を高めてきた。 しか し,一 方 で,そ の
利便性 や簡便性 か ら発想や動機 付け とい った
モチベー ションにつ いて の疑問や脆 弱化 が露
呈 されてきたことも事実 だ。アイデ ンティティ
と しての視点 は,い わば,こ のモチベー シ ョ
ンにつ いての問いであ り,な ぜ 「かたち付 け」
をす るのか?そ の根幹 にはどのような欲求 や
必要性が遍在 す るのか?と いったデザイ ン行
為 の根源的な ことを問題 にする もので ある。
1)自 己1に 対するセルフ ・アイデンティティ
による 「マイサ ンプル」
;ここで の自己を解 きほぐす リラクゼーシ ョ
ンの過程 は,自 己の知覚,感 覚 を リラ ックス
させ,集 中力を高め るマイ ン ド・ドローイ ン
グとしての 「129本の線」,「100周の1本 のま
る」 など,い わ ゆる右脳 によ る ドローイ ング
を試 みた。 これ らはかた ちを描 くことが,心
身 の身体運動 と緊密 な関係 にあ ることを気付
かせ ると同時 に,自 己省察や 自己発 見へ とむ
け られ る要素 に満 ちて いる。 この課題 では,
自己を 「かたち付 け」す る材料や,気 にな る
モ ノや コ ト,知 らぬ間 に溜 まって しま った無
意識の断片,こ だわ り,記 憶,な どのモチー
フをあっめ,か たち付 ける ことが主眼 とな る。
2)グ ループweに 対 す るグループ 。アイデ
ンティテ ィによる 「ビジュアル ・マガジン」
;ここで は,4-5名 の グル〒プで順次,思
いっ くことばを16ワー ド出 し合 い,そ れ らを
要約的連想か ら一っの幹 としての ことばへ と
収 れん させて い く。 さらに,収 れん した一っ
「デザイン理論』41/2002
の ことばか ら,枝 分かれ し16ワー ドの実で あ
り,花 とな ることば群の木に発散 させてい く。
次 に,そ れぞれの階層か ら代表 する一 つの言
葉 を グル ープで決 めて,そ れ らを元 に各 自が
ス トー リーを紡 いでい く。 ここでは,発 想 と
意志 決定 のプロセスを問題 にす ることで,グ
ル ープ ・アイデンテ ィティのキー ワー ドやイ
メージを見っ けることを目的 と してい る。
3)theyという社会一般の アイデ ンティティ
による 「サイ ト・シンキング」
;特定 の場所 をモチー フにそこか らの発想 と
「かた ち付 け」 が課題。場所に は,ま ず空間,
そ して時 間が遍在 し,さ らに人間 とのかかわ
りとい う三つ の 「間」 を通 じて,場 所固有 の
アイデ ンテ ィテ ィを表現す ることが 目的 とな
る。
アイデ ンテ ィテ ィによるベイシ ック ・プロ
セス は,自 己か ら社会一般 へと拡が る階層の
中で どの ように 「かたち付 け」のモチベーショ
ンやモチ ーフを扱 うか とい う意識 を問 うこと
にあ る。
2「 かたち」 って?メ デ ィアと して見 る
こと。
すべて のものに 「かたち」があ り,今 日,
この ことばに与え るべ く最良の意味 は何 か?
という問 いは,情 報技術社会を考 え るときの
ベイシ ックな課題 とな って くる。 なぜな ら,
informとい う 「か た ち あ らざ る もの」 に
「かたち」 を付与す る情報 デザ イ ンは,あ る
意味 で情報 の発掘であ り,価 値の発 見や新 た
な意 味の創発 という役割 をになうか らであ る。
す でにある 「かたち」 は,わ れわれに訴 え








































文字記号 を視覚的な要素 やかたち として の側
面などか ら自由にバ ラバ ラに し,新 たに組 み
立て ることば遊 びを 目指 してい る。
事例2「 ことばの星座」 は,キ ー ワー ドか
らの連想 をア ンケー トし,そ れ らの分布 や頻
度 を コンピュータを もちいてランダムに ビジュ
ァル化 した ものであ る。
事例3「 バ ルーン ・グラフィ」 は,身 の回
りの事物 や風景,光 景 が,ど ん なお しゃべ り
を しているか を想像 し,ま んが の吹 き出 しの
よ うに ことば を書 き加 えてい くもので ある。
情景 がアフォー ドす ることばを想定す ること
でス トー リーや コンテ クス トが ざわつ きだす。
これ ら 「ことば」 にまつ わる発想 と編 集の
作業 を通 じて,こ とばのコ ミュニケーシ ョン
の拡が りと奥行 きを感 じとることがで きる。
4な にが目標か?
デザインのベイシックにとっての目標 は,

















ザインの今 日的な課題が浮 き彫 りにされてく
るのではないだろうか。
